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長野県

東京都

群馬県

千葉県

山梨県

埼玉県

茨城県

千葉県

栃木県

国道２４６号
山北バイパス

 

⑤

神奈川県

：再評価

①事業採択後、3年以上経過した時点で未着工

②事業採択後、5年以上を経過した時点で継続中の事業

③準備・計画段階で3年間が経過している事業

④再評価実施後、3年間が経過している事業

⑤社会経済情勢の変化等により再評価の実施の必要が生じた事業

：事後評価

１．位置図１．位置図



２．事業の目的と計画の概要２．事業の目的と計画の概要
（1）目的

・線形不良区間及び狭小幅員区間の解消

（2）計画の概要

区

 

間

 

神奈川県足柄上郡山北町向原地先

計画延長

 

L=1000m

幅員

 

W=１３．０m

構造規格

 

第３種第２級

設計速度

 

６０㎞/h

車線数

 

２車線

事業化

 

昭和６１年

事業費

 

約５１億円

計画交通量１９，７００台/日

かながわけん

 

あしがらかみぐんやまきたまちむこうはら
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標準横断図 （単位：ｍ）山北バイパス（向原地区）

山北バイパス(向原地区)

 

L=1.0㎞

再評価対象区間再評価対象区間
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平面図

位置図

山北バイパス(向原地区)

計画交通量（台/日）

19,700台/日



３
 

．事業進捗の状況３
 

．事業進捗の状況
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山北バイパス（向原地区）

再評価対象区間再評価対象区間

東名高速道路

(

主
）小
田
原
山
北
線

至

 

静
岡

山北町

南足柄市

開成町

松田町

大井町

大井松田IC

Ｎ

至

 

東
京

ＪＲ御殿場線

L＝1.0km（事業中）

小
田
急
小
田
原
線

■事業の経緯

将来交通量
現況交通量
（H17センサス）

昭和３９年度：国道246号の線形改良及び歩道新設を目的として、神奈川県が改築計画を策定（秦野市～静岡県境間）
足柄上郡山北町向原地区も路線計画を提示（バイパス案）

昭和５０年度：向原地区未改良のまま国へ移管
昭和６１年度：事業化
昭和６３年度：バイパス案（４車線）によるルート説明実施
平成

 

３年度：地元説明、用地測量実施
平成

 

７年度：用地着手
平成

 

８年度：工事着手

R=90ｍ

①向原地区線形不良箇所

①

19,700台/日
－ 台/日

1,700台/日
23,816台/日
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３
 

．事業進捗の状況３
 

．事業進捗の状況
■周辺の状況

○山北バイパス（向原地区）は、東名高速道路及びＪＲ御殿場線と並行
○周辺は、主に住居地域

至

 

東
京

東山北駅
JR御殿場線

東名高速

至

 

静
岡

山北バイパス（向原地区）L=1.0ｋｍ

再評価対象区間再評価対象区間

②山北バイパス（向原地区）本線

②

高速自動車道

一般国道

一般県道

凡 例

山北町道

①

①山北バイパス（向原地区）本線

③

③機能補償道路（H22.7暫定開通）



ＪＲ御殿場線
東山北駅

至

 
東
京

町営住宅

下本村
コミュニティー
センター

向原交差点

町
道
東
山
北

停
車
場
線

町
道
中
里
線

山北バイパス（向原地区）

 

Ｌ＝１．０ｋｍ

幅員狭小

※６０km/hの時、最小曲線半径R＝１５０m、特例値R＝１２０m

 

（資料：道路構造令第15条）

③

至

 
静
岡

②
①

④
R=90

道路線形不良箇所

４．事業の必要性に関する視点４．事業の必要性に関する視点
（１）神奈川県から移管される事による問題点

R=90R=90ｍｍ

幅員７．５ｍ幅員７．５ｍ
車道車道3.003.00ｍｍ××22、路肩、路肩0.750.75ｍｍ××22

道路構造令第５条の４

 

（第3種第2級、普通

 
道路）で規定する車線幅員3.25ｍを満たし

 
ていない
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・一般国道246号の一次改築は、昭和39年度から神奈川県において計画。秦野市～静岡県境間は、昭和47年度

 
に山北町向原地区（1.0km）を除いて完成。昭和50年4月に向原地区未改良のまま国土交通省（当時建設省）に

 
移管される。

・向原事業区間は、道路構造令で定める曲率半径、幅員を満たしておらず、既存不適格となっている。

(最小幅員：7,20)

0,75 3,00 3,00 0,75

7,50

単位：ｍ

ＪＲ御殿場線
東山北駅

至

東
京

町営住宅

下本村
コミュニティー
センター

向原交差点

町
道
東
山
北

停
車
場
線

町
道
中
里
線

山北バイパス（向原地区） Ｌ＝１．０ｋｍ

幅員狭小

※６０km/hの時、最小曲線半径R＝１５０m、特例値R＝１２０m （出典：道路構造令）

③

至

静
岡

②
①

④
R=90

道路線形不良箇所

②幅員狭小（歩行者通行状況）①線形不良

④東京側③静岡側

2,30 11,55 2,00

15,85

単位：ｍ

区分 車線の幅員（単位

 

メートル）

第一種 第一級 3.5
第二級

第三級 普通道路 3.5
小型道路 3.25

第四級 普通道路 3.25
小型道路 3

第二種 第一級 普通道路 3.5
小型道路 3.25

第二級 普通道路 3.25
小型道路 3

第三種 第一級 普通道路 3.5
小型道路 3

第二級 普通道路 3.25
小型道路 2.75

第三級 普通道路 3
小型道路 2.75

第四級 2.75
第四種 第一級 普通道路 3.25

小型道路 2.75
第二級及

 

び第三級
普通道路 3
小型道路 2.75 単位：ｍ

2,50 0,80 9,50 1,20 2,50

16,50

道路構造令

 

第５条の４

（出典：道路構造令第15条）

道路道路幅員幅員16.516.5ｍｍ 道路道路幅員幅員15.8515.85ｍｍ

（資料：道路構造令第15条）



246

246

20

16

16

467

129

255

412

129

神奈川県

静岡県

東京都

２車線、L=25.8km

幅員9.0～10.0ｍ

4～
8車

線
、L=

49
.4k

m

幅
員

14
.5～

39
.0ｍ

４車線、L=2.8km

幅員16.0～17.0ｍ

資料：H17センサス、道路台帳 6

（２）国道２４６号の既存不適格箇所

・関東地方整備局管内の国道２４６号では、向原地区のみが既存不適格箇所となっている

４．事業の必要性に関する視点４．事業の必要性に関する視点

16

■国道２４６号の車線数と車道部幅員

２車線、L=7.5km

幅員8.5～10.75ｍ

向原地区、L=1.0km

2車線

 

幅員

 

7.5ｍ

既存不適格箇所



・歩道未整備で路肩が狭いため、歩行者の通行に支障をきたしている。

7

４．事業の必要性に関する視点４．事業の必要性に関する視点
（３）

 
歩道整備による安全性の確保

■山北バイパス(向原地区)における歩道整備状況

①東京側（歩道未整備）②静岡側（歩道未整備）

（下り車線）（上り車線）

④東京側

道路道路幅員幅員15.8515.85ｍｍ

③静岡側

単位：ｍ

2,30 11,55 2,00

15,85

道路道路幅員幅員16.516.5ｍｍ

ＪＲ御殿場線
東山北駅

至

 
東
京至

 
静
岡

町営住宅

下本村
コミュニティー
センター

向原交差点

町
道
東
山
北

停
車
場
線

町
道
中
里
線

山北バイパス（向原地区）

 

Ｌ＝１．０ｋｍ

①②

歩道未整備区間は車と接触する危険性が高い。

歩道未整備

④

③

歩道整備 歩道整備

単位：ｍ

2,50 0,80 9,50 1,20 2,50

16,50
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町
道
中
里
線

盛土工、舗装工盛土工、舗装工盛土工、舗装工

工事

（４）

 
残工事の概要

L=470m L=245m L=248m

凡 例

工事中

工事完了・用地取得済

・元禄沢橋（14m上下部工）、町道中里線横断BOX（上部）、盛土工、舗装工、照明工（27基車道用）、
遮音壁（L=420m）が主な残工事。

４．事業の必要性に関する視点

写真①

 

元禄沢橋架設箇所

写真②

 

町道中里線横断BOX(上部)

橋　長

桁　長

支間長

A1

F M

A2

13340 300300

13940 3030

14000

LC

元禄沢橋上部
下部盛土工

舗装工
舗装工、盛土工 盛土工

舗装工

①
②

中里BOX上部
下部

町道中里ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

元禄沢橋

（L=14ｍ）

橋梁工

L=14m

ボックス工

L=23m

用地



５．費用対効果（事業費変更の要因）
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【事業費増減の要因】

①他の公共交通への安全対策（JR近接施工）による増加

 
（約

 
６億円増額）

 ②道路構造の変更、構造物の見直しによる増加

 
（約４．６億円増額）

 ③施工法の見直しによるコスト縮減

 
（約４．１億円縮減）

 合計

 
約６．５億円増額

①他の公共交通への安全対策（JR近接施工）による

 
増加

【ＪＲ近接施工対策】

特別な補助工法を伴なわない一般的な工法で計画していたが、ＪＲ協議により

 
変位計測や営業路線の安全を確保する遮断防護柵工法といった対策が必要と

 
なった結果増額

6 6億円

②道路構造の変更、構造物の見直しによる増加

【交差点立体化と水路の改修】

バイパスのトラフィック機能の確保、町道の安全性の確保や地域分断を軽減す

 
る為に町道の立体化を実施。あわせてバイパスの排水を水路に取り込む為、

 
水路を改修することによる増額

4.6 4.6億円

③施工法の見直しによるコスト縮減

(1)【道路幅員の変更】

早期にバイパスを整備する必要があること、自転車の通行が少ないこと等によ

 
り、自歩道から歩道への変更、擁壁構造の変更等による縮減。

(2)【遮音壁の設置箇所の変更】

幅員縮小断面を考慮した騒音予測により、対策の必要な箇所のみ遮音壁を設

 
置する計画とし、コスト縮減

-3.9

-4.1億円

(3)【照明灯の配置計画の変更】

道路幅員の縮小に伴い、照明灯の配置基数を削減でき、コスト縮減 -0.2

合 計 6.5億円(増額)



５．費用対効果（事業費変更）
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①他の公共交通への安全対策（JR近接施工）による増加（約６億円）

■近接施工対策

・軌道計測及び営業線の安全確保

・地盤変位を抑止する遮断防護工の採用

■ＪＲ協議

営業路線の安全性を重視して下記対策を実施する。

<当初計画> <見直し計画>

ＪＲ御殿場線
東山北駅

至

 
静
岡

町
道
東
山
北

停
車
場
線

町
道
中

里
線

至

 
東
京

鉄道近接範囲（一般的な工法で計画）

・遮断防護柵工法

遮断防護工による地盤変位を抑止

鋼矢板等

18.0m

ＪＲ御殿場線

・特別な補助工法を伴なわない一般的な工法で計画。

ＪＲ御殿場線

＜鉄道近接状況＞

軌道計測、営業

 
線の安全確保

ＪＲ御殿場線
東山北駅

至

 
静
岡

町
道
東
山
北

停
車
場
線

町
道
中

里
線

至

 
東
京

鉄道近接範囲（安全性を重視した対策実施）

＜鉄道近接状況＞

<当初計画>

<見直し計画>



立体化

246246
至東京→

集水範囲

山北バイパス（向原地区）

 

１ｋｍ

町
道
中
里
線

約160ｍ

平面交差点 平面交差点

５．費用対効果（事業費変更）

・バイパスのトラフィック機能確保、町道の円滑性・安全性の確保及び地域分断を軽減する

 ために、町道を立体化。また、バイパスの排水を取り込むため、水路を改修（約4.6億円増）

■道路構造の変更・構造物の見直しによるコスト増

<当初計画> <見直し計画>
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寺沢川
町道中里線(平面)

寺沢川

町道中里線(立体)

3850 2450

計
画
セ

測
量
セ

2.000%

2.000%

500

6500

2750 2750

500

1851250299

246号と町道を平面交差 町道を立体化

町道

ＪＲ御殿場線

■町道の立体化
・町道中里線を平面交差化した場合、バイ

 
パス区間の交差点数が３箇所/ｋｍとなり、バ

 
イパス本線の交通容量が低下し、バイパスの

 
トラフィック機能が低下する。
・また、踏切と交差点が近接することで交

 
差点処理が複雑になり、円滑性・安全性が

 
低下する。
・そのため当初平面交差としていた町道の

 
立体化を実施。

■水路の改修
・バイパスの排水分を取込むため、水路の改

 
修を実施。

バイパスの排水分を取り込んだ水路の改修

交差点間隔が

約160ｍと短くなる



５．費用対効果（事業費変更）
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道路構造の変更、構造物の見直し、騒音対策の再検討等により約３．９億円のコスト縮減

■対策項目

・道路幅員の変更

 

22.25m→13.0m

（縮減額約1.7億円）

→自転車が少ないため自歩道から歩道に変更

→中央帯・路肩部は道路構造令に準拠

 
した最小幅員に変更

→管理コスト削減のため植栽帯を廃止

道路構造の見直し
＜当初計画＞

 

幅員構成 ＜見直し計画＞

■コスト縮減対策①

・擁壁構造の変更

 

L型擁壁→法面処理

（縮減額

 

約1.2億円）

→道路断面を縮小したため、擁壁構造から

 
法面処理に変更

歩道は自転車通行可

500
ＣＬ

2.000%2.000%

車　道　8000

13000

ガードパイプ ガードパイプ

歩道2500

転落防止柵
立入防止柵

1.500% 1.500%

歩道2500

500 3500 3500

早期にバイパスを整備する必要があるため、

 
道路幅員を縮小

→道路幅員を縮小した結果、コストが縮減

・防護柵の変更
（縮減額

 

約0.2億円）
→視認性に配慮しガードレールをガード
パイプに変更

L型擁壁

遮音壁

1.500%

ガードレールＣＬ

2.000%2.000% 1.500%

自転車歩行車道

3000

ガードレール （H=2500）
遮音壁

（H=2500）

車道9750
自転車歩行車道

3000

22250

17503500

植栽帯

3250

500 3500 500

植栽帯

3250

※２台／１５台(平日／休日／２４時間交通量)

(平成17年道路交通センサスより)

遮音壁設置区間の見直し

＜当初計画＞

 

遮音壁設置位置 ＜見直し計画＞遮音壁設置案

約420ｍ整備

基準超過

：遮音壁を建てた場合

基準超過 基準クリア

約1230ｍ整備

：無対策

＜騒音予測＞ ＜騒音対策実施後の予測＞
・遮音壁設置区間の変更

（縮減額

 

約0.8億円）
→幅員縮小断面を考慮した騒音予測により、

対策区間を見直し、騒音予測を行い、対策
の必要な箇所のみ遮音壁を設置



５．費用対効果（事業費変更）
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・道路幅員の縮小に伴い、照明灯の配置計画を見直し

 ・配置計画を見直した結果、千鳥配列とすることで照明灯の基数を削減し、約0.2億円の

 コスト縮減

■コスト縮減対策②

２２．２５m

１３．０m

＜見直し計画＞

＜当初計画＞

道路照明：37基

道路照明：27基



当該事業に関わる建設費と維持管理費を計上した。

■総費用（Ｃ）

道路事業に関わる便益は、平成42年度の交通量を、整備の有無それぞれ

 について推計し、「費用便益分析マニュアル」に基づき３便益を計上した。
【３便益：走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益】
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５．費用対効果（計算条件）５．費用対効果（計算条件）

■計算条件

・基準年次

 
：平成22年度

・供用開始年次

 
：平成24年度

・分析対象期間

 
：供用後50年間

・基礎データ

 
：平成17年度道路交通ｾﾝｻｽ

・交通量の推計時点：平成42年度

・計画交通量

 
：19,700(台／日）

・事業費

 
：約51 億円

・Ｂ／Ｃ

 
:1.0

【参考：前回評価(H20)】
平成20年度

平成21年度

供用後50年間

平成17年度道路交通ｾﾝｻｽ

平成42年度

19,700(台／日）

約45億円

1.2

■総便益（Ｂ）



５．費用対効果５．費用対効果

■■事業全体事業全体

注1）費用及び便益額は整数止めとする。

注2）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

注3）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。

基準年：平成22年度

便益便益((ＢＢ))

走行時間

 短縮便益
走行経費

 減少便益
交通事故

 減少便益
総便益 費用便益比

（Ｂ／Ｃ）
６０億円 1.5億円 0.78億円 ６２億円

費用費用((ＣＣ))
事業費 維持管理費 総費用

１．０
５８億円 2.6億円 ６０億円

■■残事業残事業

便益便益((ＢＢ))

走行時間

 短縮便益
走行経費

 減少便益
交通事故

 減少便益
総便益 費用便益比

（Ｂ／Ｃ）
６０億円 1.5億円 0.78億円 ６２億円

費用費用((ＣＣ))
事業費 維持管理費 総費用

７．３
5.9億円 2.6億円 8.5億円

15



５．費用対効果５．費用対効果

16

■■その他の期待される効果（各数値は、一定の仮定の下での試算結果）その他の期待される効果（各数値は、一定の仮定の下での試算結果）

基準年：平成22年度

項項

 
目目 便益額

 
（年） 便益額

 
（50年）

1.休日の考慮 551万円 1.08億円

2.災害等による通行止めの考慮
（とり止め交通を考慮しない場合）

850万円 1.79億円

3.歩行者の移動サービス向上 99万円 0.20億円

4.地域分断の軽減 511万円 1.06億円

5.環境改善便益 320万円 0.63億円

6.救急医療へのアクセス向上 2,251万円 4.41億円

7.時間信頼性の向上 69万円 0.14億円
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・昭和６１年度に事業化したが、当該事業箇所の現地盤は窪地となっており、整備方針に関して地元との隔たりが

 
あり協議が難航していた。

 
・その後、道路整備に関して、窪地造成は町内の造成工事で出る土砂を山北町が埋土し、バイパス部分について

 
は、国が盛土を行なうことで、合意形成までに約９年間かかり、その後用地取得を開始した。そのため、事業化後

 
より工事着手まで約１１年間を要した。

 
・再評価区間の用地取得率は約１００％（残りはJRのみで、計画的に用地取得可能）。

 
・残る工事は、橋梁と本線盛土及び舗装が残っているが、計画的に進めることができる。

６．事業進捗の見込みの視点

年度 S61 S63 H2 H3 H6 H7 H8 H9 H12 H15 H16 H18 Ｈ19 H20 H21 H22 H23

事業化

ルート説明

測量・調査・設計

設計・用地地元説明
コスト縮減断面

 

設計（本線）

用地測量

窪地の平地化協議
盛土
開始

用地取得 7％ 16％ 16％ 57％ 94％ 96％ 100％

工事説明 起点側 終点側 起点側 起点側
機能補償

 

（JR）
機能補償
（町道）

改良工事

起点側

 

盛土
終点側

 

盛土

用水切

 

回し
用水切

 

回し
JR軌道下

 

ＢＯＸ
JR軌道下

 

ＢＯＸ
JR軌道下

 

ＢＯＸ
JR軌道下ＢＯ

 

Ｘ・町道
町道

改良 供用

■事業の計画から完成までの流れ（山北バイパス）

※完成年度は、費用便益比算定上設定した年次である

※平成２２年１０月末現在



７．今後の対応方針（原案）７．今後の対応方針（原案）
（1）事業の必要性等に関する視点

・本路線（向原地区）には、道路構造令の基準を満たしていない線形不良及び狭小幅員区間がある。

・関東地方整備局管内の国道２４６号では、向原地区のみが既存不適格箇所

・歩道未整備区間があり、路肩も狭く歩行者の通行に支障をきたしている。

・費用対効果（B/C）は、１．０である。

（2）事業進捗の見込みの視点

・昭和６１年度に事業化したが、当該事業箇所の現地盤は窪地となっており、整備方針に関して地元との隔たりが

 
あり協議が難航していた。

 
・その後、道路整備に関して、窪地造成は町内の造成工事で出る土砂を山北町が埋土し、バイパス部分につい

 
ては、国が盛土を行なうことで、合意形成までに約９年間かかり、その後用地取得を開始した。そのため、事業化

 
後より工事着手まで約１１年間を要した。

 
・用地取得率は１００％。

 
・残る工事は、橋梁と本線盛土及び舗装が残っているが、計画的に進めることが可能。

（4）対応方針（原案）

・事業継続

・事業の必要性・重要性は高く、早期の効果発現を図ることが適切である。

18

（3）都道府県・政令市からの意見

・神奈川県知事の意見
一般国道２４６号の向原地区は、交通混雑が著しく生活活動や経済活動に支障をきたしているとともに、線形不

 
良や幅員狭小による走行性の低下や歩道の未整備による交通安全上の課題などがある。

山北バイパス（向原地区）は、これらの課題を解決するとともに、東名高速道路通行止時の迂回機能の向上にも

 
資する大変重要な路線であり、引き続き本事業を強力に推進されたい。
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